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松山大学・カルスポ公開講座
「一般教養」

悠々大学

「地域創生活動と学び直し」
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伊予鉄市内電車環状線「清水町駅」または「鉄砲町駅」下車徒歩 5分

＜教室のご案内＞
松山大学樋又キャンパス　2階　H2A教室
＊教室を変更する際は、前回の講義時、あるいは当日掲示にてお知らせします。
なお、当日教室の分からない方は、正門・西門・樋又キャンパスの守衛室へお問い
合わせください。

＜駐車場のご案内＞
学内の駐車スペースには限りがあります。原則として公共交通機関をご利用くださ
い。遠隔地、時間の関係で公共交通機関が利用できない方、その他特別の事情があ
る方で、駐車を許可された方以外は学内に駐車できませんのであらかじめご了承く
ださい。自転車・バイクをご利用の方は、所定の場所に駐輪してください。遵守でき
ない方は乗り入れをお断りすることがあります。
＊学内への駐車を希望される方は、申込時に、メーカー（車種）、ナンバー、申請理
由を明記してください。許可者には「自動車乗り入れ許可証」を事前に交付いたし
ます。

＜講義開始時間＞
　　講義は午後6時30分から始まります。時間厳守でお願いします。

■受講されるみなさんへ
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　松山大学は1923（大正12）年に設置された、旧制松山高等商業学校を前身とし、地域に根ざしながらも
四国のリーディング・ユニバーシティーとして、５学部６学科、大学院６研究科を擁する学生数約5,600人の
中規模私立総合大学となり、現在に至っています。そして昨年は100周年という大きな節目の年となり、今年
が新たな再スタートの年となっています。
　昔も今も大学に課せられた重要な役割の一つが研究とともに人材育成であることは言うまでもありませ
ん。しかし近年において大学を取り巻く環境は大きく変わってきました。少子高齢化の進展とリカレント教育
の広がりです。「人生100年時代」を迎えた現代日本においては、すでに学習が先で仕事は後ではなく、交互
に、そしてときには同時並行で取り組むべきものになっています。「学び直し」は適宜必要とされる知識と学
習の更新作業であり、学び自体は年代を問わず、充実した人生を送るためには欠かせない要素です。
　本講座ではアカデミックな内容からカルチャー・スポーツまで、多方面から講師陣をお迎えし、新しい学び
の場を提供いたします。本年も皆さまのご参加をお待ちしております。

2024（令和6）年9月4日（水）～10月23日（水）　全8回
松山大学樋又キャンパス2階 H2A 教室
18：30～20：00
120名（受講希望者多数の場合は抽選とします）
3,000円（初回講義の際にお持ちください） ※3,000円で8回の講座全てを受講できます。
松山市内に在住又は松山市内に勤務している人で18歳以上の方（学生は除く）

開 講 日
場 　 　 所
時 　 　 間
定 　 　 員
受 講 料
対  象  者
申 込 方 法

〒790-8578　松山市文京町4-2　松山大学 社会連携課
2024（令和6）年8月20日（火）　
【HPでの申し込み　17時まで】　【郵送での申し込み　当日消印有効】
受講申込者数が定員を上回った場合は、抽選となります。受講の可否については締め切り後、
申込者全員に対してお知らせします。
また、受講を許可された方には、あわせて受講のご案内をいたします。
所定の回数以上出席された方には修了証を発行します。
松山大学社会連携課　村井・山本
TEL（089）926-8246　E-mail：mu-renkei@matsuyama-u.jp
※受講料に関するお問合せ：
　公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団　TEL（089）921-8222

申  込  先
申 込 締 切

受講可否の
お 知 ら せ

修  了  証
問 合 せ 先

「地域創生活動と学び直し」

本公開講座は愛媛県生涯学習センター「学び舎えひめ悠々大学」対象講座です。

対象講座

回数 日　程 担当講師 テ　　ー　　マ　・　内　容

本事業は公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団の委託事業として松山大学が実施しています。

9月4日
（水）1

株式会社最新学習歴
代表取締役

山内 太地

中国四国地区における高等教育の現状や受験業界のトレンド
少子化が進む中、大学をめぐる環境が厳しさを増しています。次 と々募集停止になる大学・短大、あるい
は女子大の男女共学化。安泰に思えた地方国立大学も、志願倍率の低下に悩んでいます。現在の受験
業界はどうなっているのか。今後、大学業界はどうなっていくのか。日本の全大学約800校を訪問した教
育ジャーナリストであり受験のYouTuberである私が、ズバリ斬ります！

9月11日
（水）2

松山東雲短期大学
現代ビジネス学科

准教授

西岡 久継

今治海事産業の誕生と成長と現在を学ぶ
愛媛県には今治市を中心として世界に誇る海事産業（造船、海運、舶用工業、関連サービス）が集積し
ています。なぜ今治地域を中心に海事産業が集積したのでしょうか。また、どのように成長し現在に至っ
ているのでしょうか。古くは戦国時代の村上水軍、江戸時代の塩業に遡りながら、集積のルーツやそれ
を支えた文化・宗教的側面、その強さのメカニズムをお話しします。

9月18日
（水）3

愛媛大学
研究生

渡部 公則

技術者だった私が、大学院で人文学を学んでみた～学び続けることの楽しさと意義～
右往左往し迷いながらも楽しく過ごした、退職後の学びの体験を披露させていただきます。人生１００
年時代において、学び直し・学び続けることの楽しさと意義について、皆様と一緒に考えたいと思いま
す。哲学教室でのつたない体験なども含め、学びから何を得て心が満たされているのかなどをお伝えす
ることが、皆様のこれからの学びのきっかけや今の学びを継続されるインセンティブとしてご参考にな
れば大変うれしく思います。

9月25日
（水）4

愛媛大学
副学長

野村 信福

カオスと天気予報
英語で"混沌"を意味するカオス。私たちが自然現象を理解しようとすると、未来を正確に予測することが
できないということが起ってしまいます。この複雑な現象を扱うのがカオス理論です。ここでは、カオス
理論とは何かを理解し、その魅力を勉強しましょう。天気予報を正確に予測することは可能でしょうか？

10月2日
（水）5

株式会社
エヒメスポーツエンターテイメント
愛媛オレンジバイキングス
ゼネラルマネージャー
兼ヘッドコーチ

保田 尭之

バイクス、チーム新体制の歩み
2023－24シーズンよりゼネラルマネージャー兼ヘッドコーチに就任し「クラブ史上初のプレイオフ進
出」を掲げ発足した新体制。来季が２年目となります。クラブの絶対命題のため、１年目はベースを築き、
２年目は勝負の年に。新体制の「これまで」と「これから」を、「歩み方」に焦点を当てながらお伝えして
いきます。

10月9日
（水）6

一般社団法人
一粒萬倍制作委員会代表

松浦 靖

総合芸術舞台・一粒萬倍～愛媛の文化・魅力を国内外に発信して、世界中に愛媛ファンの創出を
この舞台は、古事記をベースに八百万の神と稲穂・五穀の種が誕生するまでの物語を、和と洋が融合し
た演奏と舞踊、花活けで表現しています。いただきますに込められた食の命への感謝の心と、日本の伝
統・文化を次世代へ継承し、郷土愛と自国の文化への誇りを育むことを目標として上演を重ねてきまし
た。本年度１２月に愛媛での再上演が決まった舞台の魅力、古事記のメッセージ、今後の目標をお話しで
きればと思います。

10月23日
（水）8

松山短期大学
学長

松本 直樹

事例によるゲーム理論の理解：ゲーム状況の類型化と日常生活への応用
ゲームやスポーツには相手がいます。相手がいる中でどういう意思決定をするのかを扱うのがゲーム理
論です。その意味でゲーム理論に無関心な人はいても、無関係な人はいないはずです。日常生活におい
ては、良くも悪くも相互依存関係の下で何らかの意思決定を行わざるを得ないからです。本講座では、ま
ずゲーム理論についてその基礎的な内容を分かりやすく紹介します。その後、事例に基づき理論の理解
を深め、応用の学習へと進んでいきます。

10月16日
（水）7

人間環境大学
総合心理学部
准教授

番田 清美

あなたの人生の分岐点を心理学的に解析してみよう！～記号で動かされる自己～
福島市の吾妻富士に、春になると雪がウサギの形に残る斜面があります。福島の方はこれを「種まきウ
サギ」と呼び、農業の開始の記号と受け取ります。このように我々人間は、記号を介して対象物の解釈を
行い、記号に促されて行動しています。本講座では、記号論を用い、皆さんの人生における分岐点を解析
し、一緒に意味づけていきたいと思います。

ご　案　内

要　　　項

プログラム

※お申し込みいただいた方の個人情報は、本講座に関する連絡業務および今後の松山大学・カルスポ公開講座のご案内のみに利用させていただきます。

スマートフォンの方はこちらへ
ＨＰでの申し込み
松山大学ホームページ
https://www.matsuyama-u.ac.jp/social/shogaigakushu/culspo/

または 松山大学・カルスポ公開講座

はがきに次の事項を記載し、下記までお申し込みください。
　①講座名（「松山大学・カルスポ公開講座」とご記入ください）
　②氏名（ふりがな） 氏名のふりがなは必ずご記入ください。
　③性別､生年月日（西暦表記）
　　職業（ ａ．公務員　ｂ．会社員　ｃ．自営業　ｄ．主婦　ｅ．アルバイト・パート
　　　　　ｆ．契約社員（派遣・臨時含む） ｇ．無職　ｈ．その他 ） 記号のみでも可。
　④自宅の郵便番号・住所・電話番号（携帯電話番号でも可）
　⑤勤務先名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号
　　（⑤は松山市外在住者のみ記入してください）
　⑥自動車の乗り入れを希望する場合は、メーカー（車種）、ナンバー、申請理由をご記入ください。

郵送での申し込み


